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令和４年度 第１回市民協働推進委員会 議事録 

 

１ 日 時 令和４年７月２６日（火） 午後６時３0分から午後 7時３０分 

２ 場 所 豊川市役所 本 34 会議室 

３ 出席者 会 長 神谷 典江・・・（特非）穂の国まちづくりネットワーク 

代表理事 

委 員 乙部 法行・・・豊川市連区長会代表 

      委 員 久曽神 織江・・・（特非）ちぇるぼとてとりん 

委 員 杉山 亮輔・・・一般公募市民 

      委 員 佐原 圭子・・・豊川商工会議所事務局次長 

副会長 須川 勝以・・・豊川市市民部長 

委 員 加藤 悦子・・・豊川市国際交流協会常務理事 

委 員 小川 友和・・・豊川市社会福祉協議会地域福祉課長補佐 

     ※小栗慎平委員（豊川高校インターアクトクラブ顧問）は都合のため欠席 

４ 事務局 市民部次長兼市民協働国際課長、課長補佐、市民協働係長、係員  

５ 傍聴者 ０名 

６ 議事概要 

（１）あいさつ 

（２）委員の委嘱 

（３）会長、副会長の選出 

  会 長・・・神谷委員を選出 

  副会長・・・会長が須川委員を指名 

（４）議題 

①市民協働推進事業補助金プレゼンテーション審査 

【事務局】 

今年度の市民協働推進事業補助金については、すでに５団体の事業が採択され、

補助金の残りが４４万８千円となっています。そこで追加募集をしたところ、桜

町連区から企画書の提出があり、本委員会で審査していただく。 

【桜町連区】 

 新型コロナウィルスの影響により生活様式が一変し、連区をはじめ学校などに

おいても多くの事業が中止等を余儀なくされ、住民の気持ちも沈んでいる。また、

今年は桜町連区の発足から 60 余年となり、大型商業施設の開業も間近となって

いることから、未来に向かって持続可能な連区運営の転換期としたいと考えてい

る。そこで、連区と学校、事業所で協働したイベント「桜町連区発足 60周年記念 

ふれあい祭り」を企画した。なお、この企画には、昨年桜町小学校 6 年生が学習

発表会「未来の桜町づくり」で発表した内容（親子のふれあい、多数の人と交流で
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きる街など）も参考にしている。 

 桜町連区の主な協働相手は、岡田建設株式会社、イオンモール株式会社、代田中

学校、桜町小学校で、イベント当日には他にも協賛事業所や商店等が集まる予定。 

 桜町連区は事業全体の企画と運営を、岡田建設株式会社はステージ等の設置を、

イオンモール株式会社は会場で写真撮影会をしてホームページで周知をする。代

田中学校には楽器による来場者参加型のステージパフォーマンスでイベント会場

での一体感の創出を担ってもらう。なお、協働相手以外でのステージパフォーマ

ンスは、豊川高校や豊川桜町音頭の発表、公募による歌唱・演芸・舞踏等の発表を

予定している。会場は寄付公園。 

 当地域は近年大型商業施設の進出に伴い、東三河の中でも新しい住宅環境地域

として注目される中で、地域住民の交流の場をいかに創設するかが指摘されるよ

うになっていた。そんな中で、地域住民全体で協働という形をとりながら企画を

進めていくことで、将来の発展につながると考えている。 

【事務局】 

 審査員の方々、何か意見や質問はあるか。 

【委員】 

 このイベント開催は初めてとなるが、どう周知していくのか。 

【桜町連区】 

 ちらし等を作成して、何度も回覧する。当日配布するプログラムも作成予定。 

【委員】 

 新型コロナウィルスの影響でイベントが縮小されてしなう中で、新たなイベン

トをはじめることは大変だと思うが頑張って実現させてほしい。このイベントは

今後も続けていくということで良いか。 

【桜町連区】 

 このイベントは住民に桜町連区に入って良かったと思ってもらえるようなもの

になってくると考えているので、今後も続けていくつもり。 

 

 審査終了後 

【事務局】 

 審査の結果、桜町連区の「桜町連区発足 60周年記念 ふれあい祭り」は 30 点

満点中、全体の平均点が 24.5 点、市として高い基準としている協働性の評価は

５点満点中 4点と高い評価点となっているため、本事業は採択となる。 

    

②「とよかわ市民協働推進計画」における令和３年度実施施策の評価 

【事務局】 

  とよかわ市民協働推進計画では、「地域と行政がしっかりとささえているまち」
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の目標を実現するため、４つの基本方針を定め、９つの実施施策、４５事業（再

掲４事業を含む）を展開しており、計画全体の指標１つと実施施策ごとの指標１

４の併せて１５の目標指標を定めている。評価の方法は、実施施策ごとに目標達

成度や効果などを客観的に評価して、９つの実施施策ごとに５段階で評価点をつ

けて欲しい。 

 

 【会長】 

 コロナ禍の中で、事業の縮小や中止が多くなっている。評価はこれを考慮した

上でさせていただく。 

 

 

 ③その他 

【事務局】 

「とよかわ市民協働推進計画事業実績報告書」における評価書については、事務

局で皆様の意見を取りまとめ「とよかわ市民協働推進計画実施施策評価書」、「と

よかわ市民協働推進計画実施計画施策評価結果」を作成する。 

 

 


